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2.5 観光の動向 
(１) 観光入込客数 
当地域の観光入込客数は、2016（平成 28）年からは増加傾向となり、2019（令和元）年度は過

去１０年間で最も多い 1,793.5 千人となりましたが、2020（令和 2）年度は新型コロナウイルス感染

症の影響により 1,094.0 千人と大きく減少しています。2021（令和 3）年度は 1,216.8 千人と回復

傾向が見られます。 
また、外国人宿泊客数は、年度によって変化が大きくなっていますが、観光入込客数と同様に

2020（令和 2）年度は 79 人と大きく減少しています。 

 
資料：北海道観光入込客数調査報告書(北海道)(https://www.pref.hokkaido.lg.jp/)をもとに作成 

 
図 2-17 観光入込客数の推移 

 
資料：北海道観光入込客数調査報告書(北海道)(https://www.pref.hokkaido.lg.jp/)をもとに作成 

 
図 2-18 外国人宿泊客数の推移  
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(２) 主な観光地・観光施設 
各町に主要な観光地・観光施設が所在しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2-19 観光地・観光施設の分布 
 

(３) 国定公園・国立公園 
「日高山脈襟裳国定公園」は、北海道中央

南部を南北約 150km にわたり、北海道の背

骨といわれる雄大な日高山脈の山並み、広

尾町から襟裳岬にかけての海蝕崖の続く海

岸線一帯、そして花の山として知られるアポ

イ岳とその周辺の 3つの地区で構成される自

然公園です。 
環境省は、「日高山脈襟裳国定公園」につ

いて、国内最大規模の原生林、氷河時代に

作られた地形、多様な動植物など貴重な自

然が存在し、保全の必要性が高いことから国

立公園として指定する方針を決めました。 
国立公園化により、保護と利用のバランス

を図りながら、地域の活性化にもつながるこ

とが期待されます。 

 

 

 
資料：北海道日高振興局HP (https://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/)  

図 2-20 日高山脈襟裳国定公園区域図  

【主要な観光施設の入込数】 

資料：北海道日高振興局 HP (2021(令和３)年) 
(https://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/)をもとに作成 

 

資料：各市町村 HP(2022(令和 4)年)をもとに作成 

市町村 名　　　　称 入込数（人）
二風谷アイヌ文化博物館 13,300
二風谷工芸館 11,300

日高町 道の駅「樹海ロード日高」 168,100
道の駅「サラブレッドロード新冠」 134,200
レ・コード館 4,200
道の駅みついし 156,900
みついし昆布温泉　蔵三 87,600

浦河町 うらかわ優駿ビレッジアエル 128,200
様似町 アポイ山荘 82,600
えりも町 襟裳岬 99,100

平取町

新冠町

新ひだか町
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2.6 乗用車保有等の状況 
(１) 乗用車保有台数 
地域内における乗用車保有台数は約 42,000 台で横ばいで推移しています。また、一人当たり

の乗用車保有台数は微増傾向にあり、2021（令和 3）年では 656.1 台/1,000 人となっています。 

 
資料：北海道自動車統計 (北海道運輸局)(https://wwwtb.mlit.go.jp/)、軽自動車車両数（図書） 

乗用車保有台数：日高管内の市町村別自動車保有台数の内、乗用車（小型・普通）台数と軽自動車（乗用）台数の合計値 

 
図 2-21 日高管内の乗用車保有台数・保有率の推移 
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(２) 免許返納者数 
当地域の免許返納者数は、2019（令和元）年までは増加傾向にありましたが、2020（令和 2）年

は減少し、2021（令和 3）年には 199 人が返納しています。また、町別でも同様の傾向となってお

り、年齢別にみると 70 代以上の免許返納が多くを占めています。 

 
資料：各所管警察署提供 

図 2-22 日高管内の免許返納者数の推移 
 

 
資料：各所管警察署提供 

図 2-23 年齢別免許返納者数の推移 
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